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宮城県　松島町、石巻市、東松島市の状況　2011.5/16-25　No.１

[image: image12.jpg]


宮城県　松島町、石巻市、東松島市の状況　2011.5/16-25　No.２
１．2011.5/16(月) 夕方、１０人を乗せ中型バスで出発。中国道→名神→北陸道→磐越道→仙台北部道路を通って、5/17(火) 8:30 ホテル着。1,100kmの行程。仙台北部道路の両側の田んぼには木屑や瓦礫が散乱。田植えをしている人もいて、被害がある所とない所の差が激しい。

すぐに現地へ。徒歩5分程の中央公民館グランドの仮置場。町の許可者が搬入する災害廃棄物を瓦礫、可燃、木屑、不燃、畳、石膏ボード等に分類して置かす。瓦礫は町の委託業者が埋立て、木屑は森林組合でチップ化、可燃と不燃物は一部事務組合の処理場へ搬出。砂ぼこりがすごく、ゴーグルとマスクは必需品。

２．5/18(水) 晴天。7:30 出発。旭川市、函館市の水道局、東京都中野区などの応援部隊も泊まっている。8:00 作業開始。17:00 作業終了。夕食後、松島海岸駅まで散歩。お土産屋は閉まっていたが、肉屋が経営する牛タン屋の「赤間」へ。店の女将、東松島市野蒜にある定林寺のお坊さんや地元の男性と1:30程懇親。寺には今も避難者がいるらしい。「赤間」は浸水し、１ヵ月放心状態だったが、馴染み客から再開を促されて、もらった机などを使って店を開いた。開けて元気が出たとのこと。地元の人からは、車が流され、国道４５号を漂った後、民家と10cmしか離れていない所にぴたっと止まった、などの話を聞いた。被害を受けた所と受けてない所の差が激しいことを実感した。

３．5/19(木) 晴天。7:30-17:30 同様に作業。作業終了後、東松島市と石巻漁港へ。街全体が津波にさらわれた光景が一面に広がり、自分が今いる所(松島町)との差に絶句。２ヵ月経っているが水は引かず、瓦礫や船、自動車が散乱。

４．5/20(金) 晴天。7:30-17:30 作業。家電製品をリサイクル業者に搬出。

５．5/21(土) 雨。8:00 作業開始と同時に雨があがった。散水は不要だが、蒸し暑い。

６．5/22(日) 雨。重機部隊は完全休養なので9:00出発。13:45 作業を交代し、観光船へ。百数十人が住んでいる桂島に上陸し、津波の被害地を見た。船が係留されている漁港は陸側だったので被害がなかったが、外洋に面した海水浴場側の集落が壊滅し、倒れたり傾いている家が多数。コンテナが砂浜に流れ着いて半分埋もれるなど、漂流物で埋まっている。一台4,5千万円する海苔の乾燥機が３台潰れ、漁業も観光も復旧する目処もなさそう。海水浴場側から来た波は島の高台を越えて行ったと、途中で会ったおばあさんが教えてくれた。近くの野々島も海沿いの家が十数軒一気に流されて更地になっていた。
７．5/23(月) 晴天。7:15-17:30 作業。

８．5/24(火) 曇り。7:10 出発。よく搬入に来る50歳半ばのおばさんとゆっくり話ができた。石巻市の住んでいたアパートの一階が流されて、今は親類の家に間借りしている。自分も夫も内陸部で仕事をしていて助かった。青森に嫁いでいる娘など子供は無事。両親の家は土台を残して５ｍ程移動し、４月４日に自衛隊の重機で瓦礫を退けてもらって、遺体が見つかった。それまで弟と消息を探していたが、遺体を踏んでいたかもしれない。遺体は見ない方がいいと言われたが、自分が確認した。今まで人を送迎する仕事をしていたが、別の会社に移り、普通免許で産廃の運搬をしている。宮城県内各地を回るが、罹災証明を持ちながら被災地巡りをしている様に感じる。昨日は牡鹿半島の現場に行っていた。新しいアパートも決まったし、携帯が繋がらずに家族の安否を確認するため避難所回りをしたことを思ったら、喧嘩しながらでも夫婦で暮らすのがいい。

15:30 次の部隊に引き継いで終了。荷物をまとめて17:00出発。5/25(水) 8:30 倉敷着。
松島町中央公民館グランドの廃棄物仮置き場


防塵メガネとマスクが必需品





防塵メガネと





分別後、各処理場へ搬出





仙台北部道路沿線の田んぼに放置された車





石巻市の海沿いは、一帯が泥に埋もれている





道路に流れてきた船





列車が放置された仙石線





東松島市　野蒜地区





桂島の西側は津波による被害が大きい





流れてきたコンテナが砂に埋もれている





松島海岸駅周辺は閉まっているお店が多い








